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教育実習特別講義 ＜中学・生活指導＞ 

 

 子どもといっぱい触れあい、いっぱい見て、いっぱい失敗して、 

豊かに学んでください 
 

町田市立鶴川第二中学校 宮下 聡 
 
 

（１）子どもといっぱい触れあうことを 

 
 今までに、ボランティアとかで中学校へ行

って、子どもたちと一緒に何かやったもしく

はやっているっていう経験を持っている人、

手を挙げてみてください。では、指導者とし

て中学の教室に入るのは初めてという人…。

了解です。ちょっと緊張するでしょう。制服、

制帽 1 年生、大きく変わる 2 年生、どうにも

ならない３年生といって、3 年生になると身

長が 180 くらいになる子もいるからね。自分

にできるかなと心配している人も、もしかし

たらいるかもしれません。大丈夫です。彼ら

はかみつきません（笑）。 
 私が教育実習をやったのは、もう四十年近

く前になるんですけど、今日のレジュメにそ

のころの思い出をちょっと書きました。楽し

かったです。私も皆さんと同じで教育学部の

出身ではありません。理科の教員ですから、

理学部の出身です。佐貫先生がおっしゃった

ような丁寧な指導は受けないで、現場にポン

と入りました。近くに受け入れてくれる学校

がなくて、実習先は自宅からすごく離れた中

学校でした。だから、毎日通うことができな

くて男 3 人で学校の近くに部屋を借りて共同

生活をしながら 3 週間実習しました。毎日、

毎日、楽しくて、今日こんなことがあったね、

あんなことがあったねと語り合い、夜、酒を

飲みながら実習簿を書いたり、指導案を書い

たりしていました。合宿みたいで本当に楽し

かったです。 

 そして何よりもナマの子どもたちに触れて

いるということが、楽しくてたまらなかった

ですね。テレビや何かで見ている子どもじゃ

なく、目の前にいて直接おしゃべりできるん

です。これが最高に楽しかったです。 
 皆さんも 3 週間の実習の中で、ナマの子ど

もに触れるという体験をぜひ大事にしてほし

いなと思います。 
 実習生を見ていて損してるなと思う人がい

ます。どういう人かというと、学校で子ども

のいる時間に実習簿を書いている人です。子

どものいる時間に教材研究して、子どものい

る時間に指導案を書いている人がいるんです

よ。そんなの家でできるでしょ。授業研究だ

ったら、実習前の今からでもできるでしょう。

子どもがいるところでしかできないことをや

ったほうが絶対いいと思う。もしかして学校

の先生にならない、教採を受けないという人、

実習して教員免許だけは取っておこうと思っ

ている人もいるかもしれません。でも、それ

でもいいです。人生の中でナマの子どもに教

育指導者として触れるなんていうチャンスは

そうそうあるものではありません。だから、

子どもがいる時間に子どもと触れ合わないで、

ほかのことをしているなんて、絶対もったい

ない。子どものいるときには子どもと触れ合

いなさいと言いたいですね。子どものいない

時間帯にできることは、子どものいないとき

にやる。子どものいるときにしかできないこ

とを実習の間にやってほしいと思います。 
 私はその実習期間中、あらゆるチャンスを
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使って子どものいるところにいました。楽し

かったです。部活、放課後のおしゃべり、い

ろいろなことをやりました。けっこう人気が

あったと思いました。でも、それはベテラン

の先生の人気とは違って、物珍しさというの

かな、この年になった先生よりは、年齢が近

くちょっと珍しいから、若い先生だし、ヤン

グアイドルにまとわりつく子どもたちのよう

なかたちで人気があったんですね。ちょっと

鼻が高くなりましたね。 
 でも、そのときに、いや、これは本当の力

じゃないと思った。よくあるじゃない。タレ

ントさんなんかでもワーッと人気が出るけれ

ども、大した力もなくて、物珍しさだけでバ

ーッと人気が上がって、数年したらパッとい

なくなっちゃうっていうのが…。でも、私は

それでもいいと思うんです。実習期間の 3 週

間は、そんなヤングアイドルの人気でもいい。

子どもたちが来てくれるんだったら、その子

どもたちと触れ合って、子どもたちのナマの

声を聞いたり、そして子どもたちの感覚をつ

かんだりしてみたらいいんじゃないかな。そ

れはきっと教師になってからではつかめない

情報、できない体験かもしれないと思います。 
 

（２）教育実習とは学校に迷惑をかけ

ること 

 
 迎える立場、現場からみたらどうでしょう

か。よく、「今日から教育実習をする○○です。

ご迷惑をおかけするかもしれませんが、どう

ぞよろしくお願いします」と言う人がいます。

それは大きな間違いです。「ご迷惑をおかけす

るかもしれませんが…」じゃないんです。実

際、「迷惑」なんです。 
 昨日も実習生と打ち合わせしていた国語の

先生が、実習が始まる前にすごく悩んでいた

んです。だって定期テストがあるでしょう。

授業時間が足りないわけ。そうすると実習生

に授業をしてもらうと、その時間、進まなく

なっちゃうでしょ。その授業のままで試験に

出すわけにいかないし、どうしようかなと話

しているわけです。だからといって授業をさ

せないわけにいかないし、どうしようかとい

う話をしていたんです。実習生とは普通の顔

で打ち合わせをしていました。けれども、そ

ういう意味では「迷惑」なんです。 
 じゃあ、実習生を受け入れるのがイヤかと

いったら、全然イヤじゃないんですよ。だっ

て私たちもそうやって「迷惑」をかけて、お

世話になって、勉強して学校の先生になった

んだから。そして皆さんにはそうやって勉強

してもらって、私たちの跡を継いでいっても

らうんだから。だから迷惑は想定内。だけど、

大いに迷惑をかけてもらって、大いに勉強し

てもらって、そしてぜひ子どもたちにとって

いい先生になってもらいたいなと思います。

だから、どうぞ失敗してください。迷惑かけ

てください。そんな思いです。 
 私も生徒指導の主任なんかやっているとき

に、よく実習生の人と話しましたけど、「教採

を受けるの？」と聞くと、「いえ、私は受けま

せん」という人がいました。でも、私はそれ

でいいと思っています。父親になったり、母

親になったりするときに、この教育実習の 3
週間は絶対役に立つから。だから、そういう

意味でも私たちは皆さんを喜んで迎えます。

そして学校の理解者を一人でも増やすという

意味もあるからです。ぜひ学校のナマの姿を

見ていただきたいと思います。 
 3 週間の実習の中身は、もう散々ガイダンス

で聞いているかなとは思いますが、一応ざっ

とおさらいしてみます。たぶん最初に学校長

からの話があるでしょうね。本校の概要とか

方針、副校長の話、教頭先生という地域もあ

るでしょうが、東京では副校長という名前に

なっています。教務主任の話、教育課程につ

いてお話をされ、生活指導主任、これは地方

によっては生徒指導主事なんていったりしま

す。こういう話は必ずあると思います。そし
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て指導担当の先生、これはたいてい教科の先

生と学級担当の先生がいると思います。その

先生から話を聞くことになると思います。 
 それから実際に学級についていって、実習

が始まったら、朝の会、帰りの会、それから

学活とか道徳、自分の教科の授業のほかにそ

ういう体験もすることになると思います。 
 そして、最後の週はいよいよ研究授業です。

けっこう緊張します。私も緊張しました。も

う大昔ですけれども。そのときに担当の先生

が来て、いっぱい叱られるだろうなと思って

いたので、自分であらかじめどういう点がま

ずかったかということは言うようにして臨ん

だりとか、いろいろな緊張と覚悟をしたもの

です。きっと皆さんも緊張すると思います。

まあ、こんな流れで 3 週間が進んでいきます。 
 
（３）鉄腕アトムと鉄人 28 号 

 
 さあ、皆さんが出会う中学生、中学時代と

はいったいどういう時期なのか、それをこれ

からちょっとお話をしたいと思います。実は

私は、法政の多摩のほうで生徒・進路指導論

という授業をやっています。その授業の中で、

いじめの問題とか今日の学校の中で教師たち

が向き合わなきゃならないさまざまな問題を

出すと、その受け止め方はさまざまなんです。 
 どういうふうにさまざまかというと、非常

に深刻ないじめの問題や、授業がうまくいか

ない問題、そういう問題を出すと、ある人は

私の中学時代よりまだましですと言います。

でも、ある人はそんなのは特別な例でしょう

と言います。中学はそんな大変なことばかり

ではなくて、もっといいこともいっぱいある

はずです。いい話をもっとしてくださいとい

う声もあります。 
 皆さんは自分の経験してきた中学時代をも

とに今の中学時代をイメージして、教育実習

に臨むことになるだろうと思います。でも、

必ずしもそれと同じとは限りません。それか

ら皆さんが出会う子どもたちも、皆さん自身

の中学生時代とは全然違うだろうと思います。

皆さんは法政大学に入ってきたわけですけれ

ども、とんでもない、大学どころか、高校に

も行く学力のない子だってクラスの中にはい

るわけです。でも、そういう子どもたちをひ

っくるめて中学の教師たちが目指しているも

のは何かというと、それは自立なんですね。

子どもが自立をしていくということです。 
 世間の荒波って言うじゃないですか。子ど

もたちはやがて成長して、社会に出ていくわ

けです。そして社会の荒波にもまれていくわ

けです。その荒波にもまれておぼれて死んじ

ゃったら意味がないわけですよね。その社会

の荒波を泳ぎ渡っていかなくちゃいけないわ

けです。自分の力で泳いでいく。そういう力

を付ける。もし自分の力だけでは泳ぎ切れな

いときには、ほかの人に助けを求めて、ほか

の人の助けも借りながら泳いでいく。あるい

は周りに助けを求めている人がいたら、その

人に手を貸して一緒に泳いでいく。こういう

力を身に付けることが教育で目指すことだと

私は思っています。 
 今日は、本当はここに二つのロボットを持

ってくるはずだったんですが、すっかり忘れ

てしまいました。鉄腕アトムと鉄人 28 号で

す。アトムはだいたい知っていると思うんで

すが、鉄腕アトム、知らない人…？。大丈夫

ですね。鉄人 28 号を知らない人…？。画家が

来ました。水野先生が書いてくれています。

私が子どものころに大変ヒットしたロボット

漫画の主人公です。今、鉄人 28 号を描いてく

れています。さすがだ。うまいんだよ。あり

がとうございました。拍手！。（拍手） 
 
 
 



－101－ 

 
 
 子どもにこの鉄人 28 号と鉄腕アトムの違

いは何かと聞くんですよ。私は今年 1 年生を

担当したので、ついこの間も、聞きました。

どこが違う？ と聞いたら、何て答えると思

いますか。アトムは髪の毛があるけど、鉄人

は髪の毛がないとかね、いや、これはモヒカ

ンだとか、いろいろ言ったりしますけど、だ

いたい知ってますね。アトムは自分の頭で考

えて判断して行動する。意思も感情もあるロ

ボットなんです。それに対して鉄人 28 号は

リモコンで操られるロボット。「みんなはどっ

ちがいい？」と聞くと、中学 1 年生はみんな

鉄腕アトムのほうがいいと言います。だれか

の言うとおりにリモコンで操られて、僕は本

当はそれをしたくないのに、これをしろと言

ったら、それをしなければいけないとか、そ

ういうふうにするのはいやだと言いますから。

だからみんなアトムがいいと言います。 
 でも、ずっとみんな、そういうふうに素直

に言うかといったら、2 年生くらいになると、

いや、鉄人のほうがいいと言いますよ。自分

で考えるのは面倒くさいからとか、憎たらし

いじゃないですか。この憎たらしいのが中学

生なんです。素直に言うことを聞いて、大人

の思うとおりに答えを出してくれるのは中学

1 年生くらいまではオッケーですけれども、2
年生くらいになると憎たらしくなります。 
 しかし、やがてそうはいっても、自分の意

思とちゃんと向き合って、そして自分の意思

に基づいて行動するように変化、成長してい

くわけです。それが自立ということなんです

ね。自立というと、いろいろな自立がありま

すけれど、私は二つの自立についてちょっと

お話ししたいと思います。一つは身辺自立、

もう一つは思春期の自立、この二つです。 
 
（４）「反抗期」？ 

 
 反抗期という言葉を聞いたことありますか。

小学校の高学年から中学生くらいは反抗期真

っ盛りですよね。だから、ああしなさいと言

ったらいやだとか、こっちへ来なさいと言っ

たら、うるせえとか、チャイムが鳴って教室

に行こうと思ってトイレの前を通ると、そこ

に集まっているグループがいて、「おいおい、

チャイム鳴ったぞ。教室へ行け」「は？ あん

ただれ」と聞いたりね。「いや、だれ？じゃね

ぇだろう。授業が始まったんだから行けよ」

「知らねぇし」「知らねぇじゃねぇだろう、お

前。もう始まってんだよ」「死ね」。言ったこ

とある人…？。「死ね」、いますよ。本当は言

ったことあるでしょう。 
 こういう言葉を言われたら、本当ムカつき

ます。あと「じじい」、何度言われたかわかり

ません。女性も「ばばあ」っていうのは、し

ょっちゅう言われていますね。でも、いちば

ん心に突き刺さったのは「ばばあ」じゃない

です。「宮下さん、ばばあは許せる。今日のは

許せない」「なんて言われたんですか」「老い

ぼれ｣（笑）。本当にいろいろなことを言うか

ら。ムカついて、「なんだ、その態度は」とか

言うと、「キレてるし」とか言われて、またそ

れでムカつくんだよね。 
 あんまり大きい声じゃ言えないけど、うち

に来た若い先生、今年 2 年目の先生かな、女

の先生、すごくかわいい先生です。その先生

なんか去年来たときにさっそくやられてたよ。

「先生、Ｃカップ？」と言われて…、その先

生、何て答えたと思いますか。「ありがとう」

と答えたらしいですよ。大したもんですね。 
 隣にいる女の先生、この先生は超ベテラン
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のすばらしい国語の先生ですけど、ぶちギレ

のある男の子に、男の先生が注意したら、「な

んだ、このやろう」というふうになる。この

状態でその先生が行って、手を握ってあげた。

そして、手をなでなでしてあげた。そうした

らまるでネコが喉のところをこすられてゴロ

ゴロとなるみたいになっちゃった。それでも

尖がったまゆ毛はまだおさまらなくて…、先

生に向かって言った言葉が…、「貧乳」。 
 超ベテランのもうお母さん先生ですから、

そんなにむきになって言い返すことはないけ

れど、「傷ついたわ。でも、本当だからしょう

がないけど」と言っていました（笑）。本当に

失礼なことを何でも言うよ。だからそれをま

ともに受け止めていたらだめね。 
 反抗期というのは、中学校の教師が向き合

う宿命的な問題ですから、これと向き合うの

が辛かったら、きっとたぶんもたないね。で

は、どうしたらいいか。私の今日の話はそう

いうふうに言われてもムカつかないで、子ど

もと向き合うための方法、極意、それは一つ

だけです。目線を変えてものを見ることがで

きるかどうかということです。 
 
（５）目線を変える 

 
 目線と視線という言葉は似ているのですが、

私は視線と目線を区別しているんです。何を

見るかというのが視線です。「あの人の視線が

まぶしいわ」なんて言うじゃないですか。も

う一つの線、目線という場合、それはどの立

ち位置からものを見るかということだと思っ

ています。だから上から目線とか、教師目線

とか言うじゃないですか。皆さんは今、学生

目線でしょう。でも、間もなく教師目線で子

どもたちに接しなければいけないことになる。

反抗期という言葉は大人目線の言葉です。つ

まり、素直に言うことに従う。ちゃんと言う

ことを聞いて、大人を敬い、教師を敬いとい

うのが当たり前だと思っていると、それに対

して反抗するから反抗期と言われる。 
 でも、子どもの側からこの現象を見たら、

どういうふうに説明できるだろうかと考えて

みると、また違った風景が見えてくるのでは

ないかと思います。今日、その極意を全部授

けるわけにはいきません。時間がないから。

だけど、教育実習に行ったときには、ぜひそ

うやって見てきてください。最初はたぶん先

生の授業を見ると思います。でも、次は自分

が教壇に立ちます。もしそのときに、自分が

向こう側に座っていたら、今の自分はどうい

うふうに見えるかなというふうに見てみると

いろいろなことが見えると思います。 
 反抗期というのは、身辺自立と思春期の自

立の段階だと思います。今の学校の困難とい

うのは、当たり前のことができない。たとえ

ばチャイムが鳴ったら教室に入って席に着い

て、先生が来るのを待っている。教科書もノ

ートもちゃんと忘れずに持ってきて机の上に

出してある。そして提出物があったら期限ま

でに出す。そのこともできない子がいるんで

すよ。だいたいプリントなんか家に持ってい

きなさいと言って渡したって、家に届きませ

んからね。大変郵便事情が悪いんです（笑）。

ヤギさん郵便というような感じで、なかなか

届かない。これが当たり前だと思っていたら

頭にきます。ブチッと切れます。当たり前の

ことすらできないとんでもない子ですからね。 
 それから、目を離したらとんでもないこと

をやりますよ。昨日、体育祭の選手決めをや

っていたんです。そうしたら、なんとか方式

といって、ちょっと忘れちゃったんですけど、

うちににぎやかでとんでもない子が一人いる

んですけど、私が「はい、じゃあ、これやっ

てくれる人」と言ったら、その子が、「おれや

る」と言う。そうすると「おれやる」「おれや

る」とみんな次々に言う。知ってますか？こ

ういうの…。こんなふうにどんどん言ってく

わけよ。みんなそのノリでどんどん言ってい

って、最後の狙っている子が「やる」って言
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った瞬間にパッとみんな引くわけ。そうする

と、その子は「おれ？」となって、その子に

やらせるという、これはいじめのハイレベル

なテクニックですね。「だって、お前自分でや

るって言ったじゃねえか」。引けなくなる。 
 こんな感じで、ちょっと目を離すととんで

もないことが起きて、なかにはもう取り返し

のつかないような失敗になることもあります。

たとえば目を離していると、休み時間にワー

ッと遊んでいたら、自分が早く階段を下りた

かった。目の前をだれかが歩いている。邪魔

だ。ドンと押したらゴロゴロといって大けが

になっちゃう。 
 たまたまそのちょっと下にもたもた歩いて

いる女の子がいて、そこにドスンとぶつかっ

たいじめられっ子は、それで自分がけがをす

ることは免れたものの、女の子にぶつかって、

女の子からすごく怒られて、また落ち込んだ

とか。これは取り返しがつかない事故じゃな

いけど。あるじゃないですか。屋上からおっ

こっちゃったとか、ガラス割っちゃったとか、

窓伝いに隣の教室行こうと思ったら、手をす

べらせて 4 階からおっこっちゃったとか、こ

ういうことが今の学校では起きますからね。 
 それから、ケンカして殴るのだって、皆さ

んのころはどうでしょうね。私が教師になり

たてのころは顔面は殴らないとか、いろいろ

なルールがあったんですけれども、そういう

のもなしにやりますから本当に大変です。と

にかく当たり前のことができない。取り返し

のつかないことが起きるということがあって、

教師はいつも追いかけているんですが、なぜ

そんなことが起きるのかというと、やっぱり

ね、子どもが先の見通しを持って、今を判断

するだけの力を持っていないからというふう

に私は思います。 
 一人ひとりが「どうしてそんなことをした

の」と言うと、「いや、別に」と言います。皆

さん、「いいじゃん」とか言ったことある人…、

いません？ 「まずいだろう、それ。やめた

ほうがいいんじゃない」「いや、いいじゃん。

みんなやってるし」とか。「なんでやってるん

だよ」「いや、別に」とかと言いません？ 中

学生はけっこう言いますよ。アメなめたり、

ガム食べたりしてね、先生から注意されて、

「なんでお前はガムなんか食ってんだよ」「い

や、別に」「学校でガム食べたらまずいだろう」

「いいじゃん。みんなやってんじゃん」とか

言いますよね。説明つかない行動をして流さ

れていっちゃう。 
 こういうのはどうしてかといったら、大人

たちが子どもたちに「君はどうしたいの」「ど

うしてほしいの」というふうに聞くんじゃな

くて、ああしなさい、こうしなさいでどんど

ん指示を出しちゃっているから、まるで鉄人

28 号のように指示待ちになって、そして言わ

れたら、そのとおりやる。やりたくなかった

らうまくごまかす。そして見ていないところ

ではズルをする。 
 こういうような状態になっているわけなん

ですが、多くの中学では、今とても忙しいで

すから、学校ではああしなさい、こうしなさ

いがいっぱいあふれているような状況になっ

ています。子どもたちが一人ひとり、自分は

どうしたいのか、先生にどうしてほしいのか。

今自分は何がいやで、どうしたらよくなるの

か。そんなことをゆっくり考えている時間が

ないくらい大変ですけれど、もし実習に行っ

たら、大変だなと思われる子どものなかに、

ちょっと目線を変えて、この子は本当はどう

思っているんだろうかと見てみてください。 
 
（６）子どもの内面の世界をとらえる 

 
 友だちにイヤなことを言ったり、やったり

している男の子がいました。なかなかやめま

せん。そしてその子に「お前、いいかげんに

しろよ。やめろよ」と言って、ポンと肩をた

たいたんです。そうしたら、その子どうした

と思います？ 
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 「うるせえな」と言うかと思ったら、違う

んです。パンじゃないです。ポンですよ。「ダ

メだ、お前」、ポン。とやったんですよ。そう

したら「あいたたたた」。すごいんです。１年

生に入学してまだ１週間かそこらのことです。

小学校のころからその子は何かあったら先生

からそうやって強く叱られて、そこから逃れ

るために、そうやって話をすり替えて、そし

て暴力だ、暴力だときっとやってきたのかも

しれないなと思います。 
 そして、ちゃんと話をしようと思って、「だ

めじゃないか」というふうに言うと、シュン

とした顔ではなくて、私がこっちの方から話

をしていると、こっち側の友だちに向かって

ニヤッと笑う。大人から見たら、すごくムカ

つく態度です。そういう顔をしました。 
 私は若いころだったら、「なんで笑ってるん

だ」「何がおかしいんだ」「その態度は何だ」

と言ったと思いますが、そのとき思いました。

この子は小学校のころからずっとそういうふ

うに、先生から声をかけられるたびに何か叱

られる。お前のここがいけないというふうに

言われてきたんだろうなと思いました。 
 たまたまその子とおしゃべりする機会があ

って、「お前さ、みんなからどう思われてると

思う？」と言ったら、こう言っていました。

「悪い子だと思われてると思う」。1 年生です

よ。「悪い子？どういうこと？」と聞いたんで

す。そうしたら、「だって人にイヤなことを言

うし、イヤなことやるし、友だちをぶったり

するし、勝手に人のもの取って使っちゃうし、

返さないし」「十分に悪いことだな。でも、お

前は悪いことはするけど、悪い子なんかじゃ

ないよ」と言ったら、最初は横を見てうすら

笑いをしている姿だったんですけれど、だん

だんまじめな顔になって、神妙な顔つきにな

ってきていました。 
 教師から見たら、すごく憎たらしくて、生

意気で素直じゃないムカつく悪い子に見える

子も、その子の立場から見たら、きっと違う

景色が見えるんじゃないでしょうか。こんな

ふうに目線を変えてみるとすごく愛おしい子

どもの姿がみえてきます。中学生の中には、

見かけ上はすごく憎たらしい行動を取る子も

いますけれども、その子がどんなものを内面

にためているのかなと考える回線をつくると、

子どもはすごく愛おしいです。 
 反抗期という言葉は大人目線で見て、思い

通りにならないから反抗期です。でも、子ど

も目線から見たら、自立のために今いろいろ

な課題と向き合って、もがいている姿という

ふうに受け止めることもできます。皆さんが

このあと出会う子どもたちはどんな子もきっ

とそういうものを持っていると思います。大

人から見たら悪い子というふうに思われる子

も、いい子と見える子もそんなに単純じゃな

くて、その中を見ていくと、いろいろなもの

がきっと渦巻いているはずです。もしそんな

ことの一部でも見てとることができたらいい

なというふうに思います。 
 私は子どもたちを鉄人 28 号じゃなくて鉄

腕アトムのように自分で考えて行動できる子

どもたちにしていきたいなと思って、子ども

たちにもそのことを要求しました。というこ

とは、ああしなさい、こうしなさいと、何で

もかんでも指示を出しちゃうんじゃなくて、

君はどうしたらいいと思う？ どうしてほし

いのということを子どもたちに投げ返して決

めさせるということが大事です。 
 でも、学校というところはけっこう忙しく

て、先生はそんな時間はありません。授業が

始まったとき、「先生、教科書忘れました」と

昨日も来ました。昔の私だったら、「えっ、ま

たお前、しょうがないな、もう今月に入って

3 回目じゃないか。困るだろう。見してもらえ。

おい、Ａ君、見してあげなさい。見してもら

え。早く席戻れ」、こういうふうに言っていま

した。 
 さっき、「どうしてガム食べてるの」「いい

じゃん、別に」、周りに流されて自分で説明の
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つかない行動をとるような子どもたちの問題

を言いましたが、だれが子どもたちをこうい

うふうにしたのか。私のさっきの、「困るだろ

う。しょうがないな。見してもらえ。席へ戻

れ」、これだと思いましたね。 
 だって、そうでしょう。彼は忘れ物をした

ので、先生に言わなくちゃいけないと言われ

ているから言いに来ただけなんです。なのに、

困るだろうって勝手にこっちが先取りしちゃ

いましたよ。それから見せてもらえば問題解

決できるということで、見せてもらいなさい

と指示を出してしまいましたね。さらに、だ

れに見せてもらったらいいかということでは、

Ａ君だということまで指定して、その上、本

人に代わってＡ君に代理人交渉までして全部

話をつけました。そして次にどんな行動をし

たらいいかといったら、席に戻りなさいとい

う最後の指示を出して、彼はそのとおり行動

した。 
 彼が自分で決めたことといえば一体なんで

しょう。まず、私の方を向いているわけです

から、席に戻るためには回れ右をしなくちゃ

いけません。そのとき回れ右にするのか、左

にするか。左回転で向こうを向くのか、右回

転で向こうを向くのかは自分で決めましたね。

それから最初の一歩を右足から踏み出すのか、

左足にするか、それもきっと自分で決めたで

しょう。でも、それ以外は、全部ああしなさ

い、こうしなさいで指示通り。けっこうこう

いうのが多いですね。 
 「先生、教科書を忘れました」「そうか、忘

れたか」「はい、忘れました」「うん、だから？」

「はい、忘れたんです」。ちっとも先に進みま

せん。何かキーを押してくださいという、パ

ソコンでキーを押さないと次に進まないよう

な状態。「困らない？」「困ります」「どうす

る？」「貸してもらいます」「だれに」「Ａ君に」

「もう話つけたの」「まだです」「どうする？」

「これからお願いします」。こんな感じでずっ

といく。 

 でもちょっと賢い子だと…、しまった、忘

れちゃった。じゃあ、誰々に借りてこよう。

たしか今日 2 組は理科があったはずだから、こ

の時間借りられるはずだなんて言って借りて

くるとかね。中には本人に断りもなく持って

きて、そのまま返さないというワルいヤツも

いますけれども、こんなふうにしている。自

分で考えて対処する、こういうことができな

くちゃいけない。 
 
（７）共感することと自分で決めさせ

ること 

 
 最近の子どもたちは我慢ができなくなった

と言いますが、本当にそうでしょうか。けっ

こう受験の問題などで我慢していると思いま

せんか。やりたいこと、遊びたいこと、我慢

して遊んでいません。それから友だち関係で

もけっこう窮屈です。皆さんが実習に行った

ら子どもたちがどんなことで窮屈に思って、

どんなことで我慢しているか、もし一つでも

二つでも三つでも見つけることができたら、

これは大変大きな成果です。今の子どもたち

は不安と向き合い、ものすごくいろいろなこ

とを我慢してがんばっているんです。 
 だから自立のために自分で決めさせなくて

はというふうに、子どもに全部つき返したら、

子どもは自立の道を歩めません。だって、皆

さんもそうでしょう。教育実習、失敗したら

どうしようかと思っていません？ 自分だけ

できなかったらどうしようかと思っていませ

んか？ 教壇に立ったときに子どもたちから

そっぽを向かれたらどうしようかと思ってい

ませんか？ 失敗、とても不安じゃないです

か。 
 今の中学生もみんな失敗しないかと不安に

思っています。そしてテストの結果で、でき

る・できないで、自分が優秀か劣等かなんて

いうことまで示されたりしたら、もう救われ

ません。さらに、お母さんやお父さんはでき
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る自分を期待していると思えば、そうじゃな

い自分を見せるわけにはいかずすごく苦しん

でしまいます。これから実習を前にして不安

に思っている皆さんとまったく同じです。 
 そんなときに、自立のためには自己責任体

験が必要だ。お前が頑張ればいい成果が出る

し、いい成果が出なかったのは頑張らなかっ

たから、お前の責任なんだよ。これも自立だ

よ、アハハハと言ったら困難に立ち向かえな

いでしょう。やっぱり不安だと思います。そ

んなときに皆さんだったら何が必要ですか。

何がほしいですか。 
 NHK が昔、番組の中で企業戦士のお父さ

んにアンケートを採りました。何億円という

プロジェクトを任されて、すごいストレスを

感じているお父さん、家に帰って奥さんにか

けてほしい言葉は何か。上司からはコストダ

ウンを迫られて、部下からはこんなんじゃや

ってられないと言われて、いつまでにやれと

言ったら、冗談じゃないとたたかれて、ちっ

とも思い通りにならない部下たち、上からは

またたたかれる。ストレスを感じて家に帰る。

そんなとき奥さんにかけてほしい言葉は何か

というものです。なんだと思いますか。 
 「頑張ってネ」じゃありません。「あなたな

らできるワ」、これも違うそうです。「頼りに

してるワ」、これも違うそうです。さあ、何で

しょう。今日は答えを言わないなんて言った

ら眠れなくなっちゃうでしょうから、答えを

言っておくことにしましょう。それは「わか

るワ」という言葉だそうです。 
 皆さんが実習に行って辛いこともあるかも

しれません。楽しいこともあるでしょう。そ

んなときにいちばんかけてほしい言葉、実家

から行っている人は、うちに帰ってお父さん

とかお兄さんに「それは、お前、プロになる

んだから仕方がない。試練だ。ワハハハ」と

言われたら、どうせわかってくれないんだと

きっと思うでしょうね。でも、ほとんど何も

わからなくても、「大変ね。わかるワ」、こう

いうふうに言われたら、よしまた明日も頑張

ろうと思うじゃないですか。子どもたちも同

じです。子どもたちが自立の道、受験の問題、

競争の問題、辛くても頑張っていけるのは、

わかるよと言ってくれる、そういう存在です。

これがあれば大丈夫です。 
 さあ、皆さんの行く中学校には、どんな「わ

かるワ」を必要とする関係が子どもたちの中

にあるでしょうか。そして、教師はどんな関

係を子どもたちと作っているでしょうか。皆

さんはどうでしょうか。そんなふうにして見

てください。もし、子どもたちの現象面だけ

見て、言うことを聞かない子どもたちの姿し

か皆さんが見なければ、中学の教師は本当に

大変で、もういいところがないです。だって

「くそばばあ」「白髪」「ハゲ」「じじい」「消

えろ」「うざい」とか言われるわけです。 
 でも言っている言葉の背景には、本当はオ

レだってすぐ授業に行きたいんだけど、行っ

たって授業わかんねぇし、行けば先生から注

意されるばかりだし、オレは授業行くのが辛

いんだよという思い、そのことをわかってく

れよ。だからあとちょっと遅らせて行きてぇ

んだよなどという思いを、もし先生がくみ取

ることができたとしたら、「死ね」と言われた

言葉に対して、「なんだ、その態度は」という

ふうにはならないでしょうね。 
 私は、彼が「死ね」と言ったのに対しては、

こう答えています。「死ね」…、「そのうちな」

（笑）。「今すぐ死ね」「ムリ」「じじい」「なん

だ、ガキ」。怒りますね。「ガキとはなんだ」

「何言ってんだよ、お前。じじいの反対語は

ガキって決まってんじゃん。国語の先生に聞

いてみろよ」なんて言いながら、「早く行けよ」

と言って自分の授業に行き、職員室に連絡を

して、「○○君が今トイレにいるので、ちょっ

と様子見てください、話を聞いてあげてくだ

さい」と言うようにしています。彼にも彼の

行けない事情や、今すぐ踏み入れられない事

情があるとしたら、ちょっとそれを受け止め
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て待ってあげるということも意味があるんじ

ゃないかなと思います。 
 自分で決めさせる。これは自立のために必

要なことです。靴のひもが結べる。衣服の着

脱ができる。こういうふうに自分でできるよ

うになっていかなくちゃならないことは体験

させなきゃだめです。自分の頭で考えて行動

する。アトムのようになるためには、子ども

の頃にそういう体験をさせなくちゃいけませ

ん。でも、自分で考えて、自分で決めて責任

も取るというのは、けっこうしんどい体験で

す。このしんどい体験を中学生は真っ向から

受け止めてやろうとしています。 
 このしんどい時期を通り抜けるためには、

どうしても必要なことが二つあります。その

一つは甘やかさないということです。靴のひ

もを結んだりするのを、お父さんやって、お

母さんやってと言うのは、もしやってあげる

とそれは「甘やかす」でしょう。自分でやり

なさいというのは、甘やかさないことでしょ

う。自分で考えなさいというのは甘やかさな

いことでしょう。だから思春期の課題の場合、

親の言うとおりに行動させようとするのでは

なく、「あんたが決めるのよ」と言うのが甘や

かさないことです。 
 でも、甘やかさない、つまりあなたが決め

なさいというだけでは子どもは課題を乗りこ

えてはいけません。もう一つ必要なことがあ

ります。さっきの「わかるワ」という支えで

す。その子の気持ちをわかってあげて一緒に

歩いてあげる、受け止めてあげるということ

です。これは同じ甘いという字を書くけれど

も、甘えさせるということです。ぜひいっぱ

い話を聞いて、甘えさせてあげてください。 
 
（８）行動の裏にある「わけ」を知る 

 
 実習生として非常に難しいことの一つに、

こうしたらいい、ああしたらいいということ

を指導教官の担当の先生を飛び越えてやるの

は、非常に問題が大きいということがありま

す。これは勝手にやっちゃいけない。でも、

話を聞いてあげることはきっとできるだろう

と思います。何もしてあげられないけれども、

聞いてあげることだけはできると思います。 
 子どもの行動には必ずわけがあります。そ

れを物事の本質といいます。子どもが見せて

いる姿の向こうにある背景、本質にあたる部

分というのは、ちゃんと見てとらないといけ

ない。現象だけ追っていたのでは、とても教

育は進みません。ぜひ奥にあるものを見てと

っていただきたいと思います。 
 皆さんがこれから出会う中学生、表面上の

いい子、悪い子ということだけで付き合うの

はやめたほうがいいでしょう。行動と向き合

うと、憎たらしい中学生の姿が中学校にはあ

ふれます。でも、内面と向き合うと愛おしい

姿が見えてくるものです。 
 たとえば 1 時間目にいちばん前の席で、爆

睡している女の子がいたとします。せっかく

授業をこんなにやろうと思ってやってきたの

にムカつくじゃないですか。そこで「そんな

に眠いんだったら、家に帰って寝てくれば」

と言ったら、帰るよって帰っちゃった。もっ

とムカつきますよね。 
 でも、その子に事情を聞いてみたら、その

子はお兄ちゃんが行っていた進学塾に行けば

お前も勉強ができるようになるだろうと言わ

れて、親から進学塾に通うことを強制された。

6 時まで部活をやって、それから進学塾に行

って、7 時から 9 時までがコースだと。とこ

ろが彼女は小学校の算数、分数の足し算がで

きない。だからとてもその進学塾にいても務

まらない。 
 そうすると塾はさらに 9 時から 11 時まで

補習授業をやってくれる。だから彼女は部活

が終わって帰ってから 7 時から 11 時までず

っと塾漬けです。帰ってすぐ寝られればいい

のに、今日のドラマを撮っておいて、ビデオ

で見ておかないと明日の話についていけない
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からそれをまた見なきゃならない。そうする

と寝るのが 11 時、12 時、1 時、2 時になっ

ちゃう。そうしたら次の日は眠い。これが朝

から爆睡の理由だったのです。そして彼女は

言った。「お兄ちゃんと違って、私バカだから」

と言って自分を責めています。 
 中学生でとんでもない行動をする子の中に

は、こんなふうにして自分を責めている子が

けっこういます。もし皆さんが行動とだけ向

き合って、その行動をなんとかコントロール

しようと思ったら、きっと憎たらしい子ども

ばかりに見えるでしょう。でも、もしその背

景とつながることができれば、そこにはかわ

いい子どもがいっぱいいます。全員かわいい

です。悪いことをする子はいても、悪い子な

んて一人もいないんです。それが中学校です。

ぜひそのことを見てきてほしいなと思います。 
 
（９）本当の勉強のおもしろさを 

 
 中学校の授業の現実ということに触れてみ

たいと思います。皆さんが今法政大学で授業

を受けているときに、一人ひとりが本当に先

生と LAN のような回線をつないで授業をや

ってきましたか？ 先生の方は一生懸命皆さ

んにメッセージを送っているんだけど、皆さ

んのほうは回線のスイッチを切って、今は寝

る時間とか、今はメールの時間と勝手にやっ

ている人いたでしょう。同じように中学でも

そういう子はいます。こういう子にどうやっ

てそのスイッチを入れさせるかというのは、

けっこうベテランでも大変です。 
 理科の場合は鳴り物、光り物というのはけ

っこう人目を引きますね。爆発させたり、バ

ーッと光を出したり、びっくりさせると、み

んなこっち向きますからね。でも、そういう

ものがないときには、どういうふうにして

LAN 回線をつなぐのかというのは、これはけ

っこうベテランでも至難のわざです。だから

皆さんの場合、もしできなかったとしても、

自分を責めないほうがいいかもしれません。 
 それから子どもたちにとって勉強とは何な

のかということも問われます。皆さんにとっ

て勉強とは何ですか。何のために勉強してき

ましたか？ 私は学ぶことが楽しかったです。

理科のこと、いろいろな自然科学のことにつ

いて関心を持って勉強するのは楽しかったで

す。でも、今中学生はどうなのでしょう。皆

さんはどうだったのでしょう。受験のため？ 

じゃあ、受験から下りちゃった子はやらなく

てもオッケーだよね。 
 ある先生はこんなことを言いましたよ。子

どもに言うことを聞かせる方法は三つある。

一つは脅し、暴力で脅す、言葉で脅す。それ

から何々しないとこうなるぞって言って脅す。

もう一つは利益誘導、何々したらケータイ買

ってあげるからねとか、これができたら成績

上がるよとか。でも、この脅しも利益誘導も、

何々したらこれしてあげるよ、何々したらこ

うだからねという「罰」や「エサ」の方に意

味がなくなっちゃったら何も通用しないです

よ。 
 昔、私が担当していた子が暴走族にあこが

れていて、ちっとも勉強しないで、バイクば

かり乗っていました。「お前さ、族やるのもい

いけどさ、字くらい書けなきゃまずいだろう、

名前とか。免許取れなかったら困るじゃん」

「先生よう、族には免許は要らねぇんだよ。

あっても取り上げられる｣（笑）、それはそう

だなと。「だけどお前さ、計算くらいできなか

ったらさ、おつりの計算とか困るだろう」「先

生よう、計算なら電卓っちゅうもんがあるん

だよ」。こういうふうになってくると、脅しも

利益誘導もさっぱり効果ないんですよね。何

のための勉強か。これは脅しや利益誘導じゃ

なくって、ちゃんと勉強のおもしろさを教え

ることが必要だと思います。 
 今困難な子どもとの関係に「心が通じあわ

ない」というのがありますが、もし子どもが

「うるせえ」と言ったら、「今ちょっと待って
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て」と言っているんだと、自分の中で翻訳こ

んにゃくで翻訳できるといいですよね。そし

てうまい言葉で切り返す。 
 
（10）「たかが３週間、されど３週間」 

 
 教育実習を 100 倍有意義にするために、と

いうお話ですが、それはとにかく実習期間を

通じて学校現場を知ることです。今の学校は、

皆さんの知っている「学校」じゃないかもし

れません。子どもの状況も違うし、今年から

中学校は新学習指導要領が本格実施されます。

だから皆さんの中学時代とは違います。さあ、

どこが違うか見てきてください。 
 子どものナマの姿は、「今どきの子どもはこ

うなんだ」というマスコミで報道されている

ものと同じなのでしょうか、違うのでしょう

か。よく見てきてください。それから教室で

授業を通して見せる姿だけが子どもの真実で

はありません。たとえば放課後、授業が終わ

ってさよならと挨拶をしたあと、皆さんはす

ぐに職員室、実習生室に戻ってはいけません。

一緒に掃除をやってください。掃除をやるの

も、さっさと掃除終わらせて自分のところに

戻りたいと思っちゃいけません。おしゃべり

のチャンスです。しみじみ語ってください。

教室で見せる姿だけが子どもの姿ではありま

せん。全然違う姿を子どもたちは見せます。

昼休みがおもしろいです。昼休みもできれば

子どもたちの中に一緒にいてください。 
 それから、先生の授業を大いに見てくださ

い。どんなふうにやっているのか。板書だけ

ではありません。先生の立ち位置だってけっ

こう大きい。ここ（教壇の中央）でしゃべる

だけが授業ではありません。向こう側の生徒

に当てるときには、こちら側に来て当てれば

斜めに対角線で声が届く。こちら側の生徒に

当てるときは、まるでバスケットボールの主

審と副審がうまく動いているような、そんな

感じが、たとえば TT の授業などではあるか

もしれません。そういうものも見てきてくだ

さい。 
 子どもとかかわるということは子どもを理

解するという営みです。理解するということ

はかかわるということです。皆さんは人を知

るときに、まずじっと顔を見ますね。こいつ

はこういう顔をしている。こういう声をして

いる。よく見ます。それから、触ったら手が

温かいと思います。でも、本当にその人のこ

とを理解するのには、なんらかの働きかけを

して、その働きかけに対して、こういうふう

に返ってきて、そのことでその人を理解して

いきます。子どもを理解するということは、

子どもに働きかけることです。 
 ただし、気をつけなくてはいけないのは、

人間、とくに子ども（中学生）は壊れ物です。

だから相手の状況を見てどういう働きかけを

すればいいかということを考えて働きかけを

しないと、壊れてしまいます。言葉をかけた

り、何かを要求したりするのは、野球のキャ

ッチボールみたいなものです。私が子どもた

ちとキャッチボールするのだったら、そんな

に大変ではないけれども、イチローとキャッ

チボールして、イチローが本気で投げてきた

ら、私はそのボールを捕ることができません。

壊れちゃいます。皆さんが子どもとキャッチ

ボールをするときには、その子はどういうボ

ールだったら取れるかなというふうに考えな

がら、きっとボールを投げると思いますが、

子ども理解のためのかかわり方も同じです。 
 ラーメンを作るだけがラーメン屋さんの仕

事じゃない。世の中のお役人の中には、教師

の仕事というのは授業をやることだと思って

いる人がいます。それはそうです。しかし授

業をするためには、その何倍にも及ぶ準備が

必要です。ラーメン屋さんの仕事は、お客さ

んが来て、「はい、一丁」とやるときだけがラ

ーメン屋さんの仕事ではなくて、仕込みがあ

るでしょう。それからもっとおいしいラーメ

ンにするために研究もあるでしょう。授業準
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備や研究、先生たちは、それをいつどこでや

っているんだろう。そんなことも見てきても

らえらたらいいんじゃないかなと思います。 
 何時間目の理科の授業、何時間目の社会の

授業、それから学活、それだけではなくて、

そこに至るまでの準備、そしてそこから得ら

れたものの整理、そこからの分析、そういう

ものに先生たちはどんなふうに力を注いでい

るか、見てきてください。 
 このやり方だったら子どもは育たないと、

違和感を持つこともあるかもしれません。で

も、皆さんはプロじゃありません。その学校

に責任を負わなくていいんです。だから、そ

の学校のやり方が間違えていたからといって

直す義務はないんです。そのとおり見てきて

ください。それが勉強です。そして、もしや

りたいことがあったら、勝手にやらないで指

導担当の先生に話してみてください。何々を

学びたいんですけど。部活行って見てきたい

んですけど。お掃除一緒に手伝ってもいいで

すか。昼休み一緒に遊びたいんですけど。何々

できますか。こういうふうにしたいけれども、

どうすればいいでしょうか。こんなことをや

ってみたいんです。一声かけて相談してくだ

さい。そして、もしその先生が、そうだね、

こういうふうにやってみてごらんと言ってく

れれば、その結果については、その先生も一

緒に責任を負ってくれます。勝手にやれば、

お前が勝手にやったことじゃないかとなりま

す。また、何もしないでいれば、この実習生

はやる気がないんじゃないかと思われます。

だからぜひあんなこともやってみたい、こん

なこともやってみたいというのをいっぱい持

って実習に臨んでください。そして指導担当

の先生を大いに活かしてください。 
 さっきいちばん最初に「実習生は迷惑だ」

なんていう言葉を使いましたが、その迷惑は

実習生の皆さんが一生懸命やってくれれば全

部チャラになります。どんなに大きい－100
でも、皆さんが誠実に一生懸命やれば、（－

100）×（－１）＝（＋100）で、大きなプラ

スになります。それは学級の子どもや授業を

した子どもたちにもきっとプラスに影響する

はずです。 
 3 週間の実習、失敗していいじゃないですか。

私たちは教師になってからでもずっと失敗を

重ねてきているんですから、ましてや皆さん

はまだ給料をもらうプロじゃないです。学び

に行くんですから、大いに学んできてほしい

なと思います。ぜひ 100 倍楽しんできてもら

いたいと思います。もしうちの学校に来る人

がいたら大歓迎です。声をかけてください。

これでお話を終わります。ありがとうござい

ました。（拍手） 
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